
令和７年度 全国学力・学習状況調査「特徴的な問題」 
 

４ 中学校 数学 

(1) 

問題番号 問題の概要 問題の趣旨 学習指導要領の領域 

□9
(2) 

平行四辺形 ABCD の辺 CB、AD

を延長した直線上に BE＝DF

となる点 E、Fを取っても、四

角形 AECF は平行四辺形とな

ることの証明を完成する。 

統合的・発展的に考え、条件

を変えた場合について、証

明を評価・改善することが

できるかどうかをみる。 

〔第２学年〕Ｂ図形 

参考 教科書 学年 時期 関連する主な単元 

［国立教育政策研究所ＨＰ］ 

・R7解説資料 P42～48 

・H30報告書 P121～127 

東書 

日文 

数研 

2年 

11月 

12月 

11月 

三角形と四角形 

(2) 

問題番号 問題の概要 問題の趣旨 学習指導要領の領域 

□7
(2) 

Ａの手元のカードが「グー」、「チョ

キ」、「パー」、「パー」の４枚、Ｂの

手元のカードが「グー」、「チョキ」

の２枚のとき、ＡとＢの勝ちやすさ

についての正しい記述を選び、その

理由を確率を用いて説明する。 

不確定な事象の起こりやす

さの傾向を捉え、判断の理

由を数学的な表現を用いて

説明することができるかど

うかをみる。 

〔第２学年〕Ｄデータの活用 

参考 教科書 学年 時期 関連する主な単元 

［国立教育政策研究所ＨＰ］ 

・R7解説資料 P30～34 

・H26報告書 P120～124 

東書 

日文 

数研 

2年 

1月 

2月 

2月 

確率 

場合の数と確率 

確率 

(3) 

問題番号 問題の概要 問題の趣旨 学習指導要領の領域 

□6
(1) 

(2) 

３n と３n＋３の和を２(３n＋

１)＋１と表した式から、連続

する二つの３の倍数の和がど

んな数であるかを説明する。 

式の意味を読み取り、成り

立つ事柄を見いだし、数学

的な表現を用いて説明する

ことができるかどうかをみ

る。 

〔第２学年〕Ａ数と式 

参考 教科書 学年 時期 関連する主な単元 

［国立教育政策研究所ＨＰ］ 

・R7解説資料 P21～29 

・R4報告書 P38～51 

東書 

日文 

数研 

2年 4月 式の計算 

 



 

 図形の性質を考察する場面において、解決の過程や結果を振り返り、評価・改善することが

できるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

平成 30年度中学校Ｂ４(2)(県 47.8％ 国 42.4％) 

４ 中学校「数学」 

(1) 数学 設問番号９(2) 証明を振り返り、統合的・発展的に考察すること 

    学習指導要領の領域等：２学年 Ｂ図形(2)イ(ア) 

     評価の観点：思考・判断・表現 問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

・数学的に推論することによって、新たな図形の性質を調べ適切に表現できるよう、証明に用

いた前提や証明の根拠、結論を整理するなどして説明し伝え合う活動を取り入れる。 

・証明した事柄の条件を変えた場合について、元の証明を振り返り、証明の一部を書き直す活

動を取り入れる。 

・新たな条件を加えた際に、見いだした事柄の前提に当たる条件と、それによって説明される

結論を明確にして表現する活動を取り入れる。 

指導のポイント 

【出題の趣旨】 統合的・発展的に考え、条件を変えた場合について、証明を評価・改

善することができるかどうかをみる。 

正答例 

＜エを選択した場合＞ 

・②、③より、AD＋DF＝BC＋BE……④と 

記述しているもの。 

 （AF＝ECが導けるものを含む。） 

 

＜オを選択した場合＞ 

・AF＝ECが成り立つ根拠を記述し、 

AF＝EC……⑤と記述しているもの。 



 
 

 不確定な事象を考察する場面において、事象を数学的に解釈し、その根拠を数学的な表現を

用いて説明することができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

平成 26年度中学校Ｂ５(2) (県 36.4％ 国 32.1％) 

 

 

 (2) 数学 設問番号７(2) 不確定な事象の起こりやすさを捉え考察し判断すること 

    学習指導要領の領域等：２学年 Ｄデータの活用(2)イ(イ) 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

  

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

・日常生活や社会に関わる事象を考察する際には、ある事柄が成り立つ理由を確率を用いて

説明する場面を設定する。 

・「必ず～になる」とは言い切れない事柄についても、数を用いて考えたり判断したりする

ことができることを理解し、数学と日常生活や社会との関係を実感できるよう、確率を用

いて不確定な事象を捉え説明する活動を取り入れる。 

・生徒が疑問に従って自立的に説明したり、発表したりすることができるよう、「問題の条

件を変えても起こりやすさに違いはないか」と発展的に考え、新たな問題を見いだす活動

を取り入れる。 
 

指導のポイント 

【出題の趣旨】 不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理由を数学的な表

現を用いて説明することができるかどうかをみる。 

正答例 

 ウを選択 
 Ａの勝つ確率は 3/8であり、Ｂの勝つ確率は 3/8で
あるから、Ａの勝つ確率と、Ｂの勝つ確率は等しい。

だから、ＡとＢの勝ちやすさは同じである。 



事象を数学的に考察する場面において、方針に基づいて解決したり、数学的に表現したこと

を事象に即して解釈し、見いだした事柄を説明したりすることができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

平成 26年度中学校Ｂ２(2)(県 68.0％ 国 65.4％) 

令和４年度中学校６(2)(県 52.0％ 国 48.7％) 

(3) 数学 設問番号６(1)(2) 構想を立てて説明し、統合的・発展的に考察すること  

    学習指導要領の領域等：２学年 Ａ数と式(1)ア(ウ)イ(イ) 

     評価の観点：知識・技能、思考・判断・表現  問題形式：短答式、記述式 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 

６ 

 

 

・数量の関係を帰納や類推によって推測し、文字を用いた式を使って一般的に表現し説明す

ることの必要性と意味を理解できるよう、具体的な数で計算することで、成り立つ性質を

生徒が見いだせるような具体的な場面を設定する。 

・文字式や言葉を用いて根拠を明らかにできるよう、事柄が一般的に成り立つ理由を、構想

を立てて説明する活動を取り入れる。 

・数に関する事象を考察する際には、予想した事柄が成り立つかどうかを判断できるよう、

成り立つ理由や成り立たない理由を数学的に説明する活動を取り入れる。 

指導のポイント 

【出題の趣旨】 式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用い

て説明することができるかどうかをみる。 

(1)の正答例 

①、②に、連続する二つの３の倍数を解答して

いるもののうち、①と②の和を正しく計算し、③

に９の倍数にならない数を解答しているもの。 

(2)の正答例 
 連続する２つの３の倍数の和は、奇数である。 


